
間日間州川…川

8月25。

第579号

毎　月　10　日・25　日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

（60年7月末現在）

人　口　　29，920人（＋　54人）
男　　　　14，571人（＋23人）
女　　　　15，349人（＋31人）

世帯数　　　9，639世帯（＋17世帯）
（7月の異動）

転入179人　　転出135人
出生　32人　　死亡　　22人

（）内は前月比

みんなで踊りの裁
（二の公民館前広場にて）

＊ 今 月　 の 税 金 ＊

町　 県　 民　 税　 （2 期分）
納期3 月31日まで

国民健 康保険税　 （2 期分）
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町

民

が

見

る

水

巻

町
像
　
①

た明るい健康な町

住民意

現
在
、
水
巻
町
で
は
昭
和
六
十
一
年
か
ら

昭
和
七
十
五
年
ま
で
、
十
五
年
先
を
視
野
に

入
れ
た
町
づ
く
り
「
絃
合
計
画
」
の
策
定
に

と
り
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
町
民
の
万
が
現
在
の
生
清
環
境
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
、
町
の
将
来
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
お
ら
れ
る
か
、
町
民
意
識

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
分
析
を

九
州
大
学
に
委
託
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
程
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
、
そ

の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
多
方
面
に
わ
た
る
調
査
項
目
に
つ

い
て
、
真
剣
な
ご
回
答
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
町
民
の
皆
様
に
、
表
す
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
貴
重
な
こ
意
見
は
、
二
十
一
世
紀
に
向

け
て
の
「
町
づ
く
り
」
に
広
く
生
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

調
査
の
方
法

こ
の
調
査
は
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
現
在

の
水
巻
町
の
世
帯
数
八
千
八
百
三
十
七
世
帯

を
基
準
と
し
、
約
十
軒
の
抽
出
率
で
各
地
区

に
割
り
付
け
ま
し
た
。
結
果
は
、
小
学
校
区

別
に
出
す
こ
と
に
よ
り
、
各
地
域
に
お
け
る

実
態
や
意
見
の
差
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
Ｈ
定
住
志
向
と
生
活
環
境

の
評
価
　
自
水
巻
町
の
将
来
傍
　
白
具
体
的

な
施
策
に
対
す
る
期
待
、
を
大
き
な
柱
と
し

十
八
の
設
問
を
行
い
ま
し
た
。

☆
通
勤
者
の
四
割
は
自
家
用
車
で

北
九
州
市
に

通
勤
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
北
九
州
市
が

全
体
の
三
九
・
五
郡
で
、
中
で
も
伊
左
座
小

学
校
区
は
特
に
高
く
四
七
・
六
㌫
を
占
め
て

い
ま
す
。
通
勤
手
段
は
、
自
家
用
車
が
四
八

・
九
郡
と
半
数
に
遠
し
て
い
ま
す
。

交通手段

歩
胱

そ
3
．
徒
狛

☆
無
職
が
多
く
、
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
層
に
偏
た
傾
向

職
業
に
み
る
と
、
無
職
が
最
も
高
い
比
率

を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
主
婦
に
よ
る
回
答

の
た
め
で
す
。
比
較
的
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層

に
偏
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

☆
北
九
州
市
か
ら
の
転
居
が
三
割

居
住
歴
に
つ
い
て
は
、
「
他
か
ら
転
居
」

が
八
六
軒
を
占
め
て
お
り
、
「
生
ま
れ
て
か

ら
ず
っ
と
住
ん
で
い
る
」
が
八
二
二
酢
で
あ

る
。
「
い
つ
頃
か
ら
住
ん
で
い
る
の
か
」
は

昭
和
五
十
年
代
以
降
が
五
〇
・
八
㌫
と
過
半

数
を
示
し
、
「
ど
こ
か
ら
転
居
し
た
の
か
」

は
町
内
が
二
九
・
七
㌫
、
北
九
州
市
か
ら
が

二
八
・
八
㌫
と
、
炭
住
の
改
良
や
住
宅
団
地

の
開
発
に
伴
う
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

減

13．4

21．1
18．6

苗

12．9

且土

：三：芸毒≡；葺亘蔓嘉 雪の 業営　業☆
住
居
は
「
持
家
」
が
半
数
、

公
営
の
借
家
も
三
五
・
八
㌫

住
居
は
「
持
家
」
が
五
二
・
四
郡
を
占
め

て
い
る
が
、
そ
の
反
面
「
公
営
の
借
家
」
も

三
五
・
八
軒
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

炭
住
の
改
良
事
業
を
行
い
、
町
営
や
県
営
、

公
団
等
の
総
戸
数
が
四
千
三
百
十
六
戸
と
い

う
本
町
の
特
異
な
事
情
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
ｌ
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将来Ｉは

宅
住
☆
今
の
住
宅
に

六
割
の
人
が
満
足

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
に
つ
い
て
、
広
さ

日
当
た
誓
風
通
し
、
防
火
、
防
災
、
間
取

り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
評
価
を
た
ず
ね
た
。

広
さ
に
つ
い
て
は
、
満
足
、
や
や
満
足
を

加
え
る
と
六
四
・
四
㌫
を
示
し
、
日
当
た
り

は
七
八
・
五
㌫
、
風
通
し
は
八
〇
・
七
郡
と

多
く
の
人
が
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

の
反
面
、
防
火
、
防
災
、
間
取
り
は
比
較
的

満
足
感
が
低
く
、
特
に
地
盤
な
ど
の
防
災
に

つ
い
て
は
、
満
足
し
て
い
る
人
が
四
四
二
ハ

郡
で
半
数
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
目
指
し
た
町
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の
「
総
合
計
画
審
議

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
の
総
合
計
画
は
、
昭
和
四
十
七
年

に
策
定
さ
れ
、
日
炭
閉
山
後
の
諸
問
題
を
柱

に
”
勤
労
者
の
住
み
良
い
住
宅
都
市
∴
つ
く

り
を
進
め
、
改
良
住
宅
や
体
育
施
設
な
ど
の

整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
策
定
す
る
総
合
計
画
は
、
昭
型
ハ
十

一
年
か
ら
七
十
五
年
一
西
暦
二
〇
〇
〇
年
）

ま
で
の
町
づ
く
り
の
将
来
目
標
と
、
そ
の
実

現
の
た
め
の
施
策
の
基
本
方
針
を
決
め
ま
す
。

八
月
七
日
、
第
一
回
目
の
審
議
会
が
開
か

れ
正
副
会
長
が
決
ま
り
発
足
し
ま
し
た
。

〔
総
合
計
画
審
積
会
メ
ン
バ
⊥

敬
称
略
・
順
不
同

○
学
識
経
験
者

矢
野
　
峻
　
助
信
幸
雄

○
町
議
会
議
員

久
保
田
勝
馬
（
会
長
）
、
畠
山
　
清

野
添
暗
也
、
柴
田
英
人
、
山
本
利
便

○
教
育
委
員
会
の
委
員
　
小
林
和
寿

○
農
業
委
員
会
の
委
員
　
高
松
秋
生

○
各
種
団
体
の
代
表

藤
崎
正
志
一
副
会
長
・
区
長
会
長
）
、

岡
　
直
彪
一
民
生
委
員
一
、
人
江
峯
子

一
婦
人
会
会
計
一
、
栗
川
タ
ツ
エ
一
商

工
会
婦
人
部
長
一
、
野
添
光
弘
一
商
工

会
青
年
部
長
）
、
下
田
寅
雄
一
岡
垣
東

中
学
校
長
一
、
泉
谷
　
武
一
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
長
）
、
柴
田
貞
志
一
郷
土
史
研
究

家
）
、
黒
川
貞
雄
（
猪
熊
公
民
館
長
）

○
町
の
職
員
　
大
貝
　
義
一
助
役
一

佐
々
木
一
誠
一
総
務
課
長
一

満　　足　　やや満足　　やや不満　不満

①住まいの広さは

②日当りは

③風通しは

④防火については

⑤地震などの防災については

⑥間取りなどの住みやすさは

⑦プライバシ一一の保護は

⑧住まいの全体では
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水
巻
町
を
「
住
み
や
す
い
」
か
「
住
み
に

く
い
」
か
と
い
う
問
い
に
は
、
住
み
や
す
い

ま
あ
住
み
や
す
い
を
合
計
す
る
と
四
七
・
五

即
。
一
方
、
住
み
に
く
い
、
若
干
住
み
に
く

い
と
感
じ
て
い
る
人
は
三
二
・
七
郡
。
全
体

と
し
て
住
み
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

住
み
や
す
い
理
由
を
み
る
と
、
「
交
通
の

便
が
よ
い
か
ら
」
、
が
最
も
高
く
二
〇
二
二

㌫
、
つ
い
で
「
買
物
の
便
」
が
一
四
㌫
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

校
区
別
に
み
る
と
、
伊
左
座
校
区
で
は
①

緑
が
多
い
一
四
二
㌫
　
㊥
交
通
の
便
が
よ

い
一
〇
郡
、
頃
宋
校
区
で
は
塑
父
通
の
便
が

よ
い
二
八
二
一
㌫
　
㊥
買
物
の
便
が
よ
い
一

四
・
九
郡
、
机
校
区
で
は
塑
父
通
の
便
が
よ

い
一
七
・
七
㌫
　
⑧
買
物
の
便
が
よ
い
一
三

・
四
㌫
　
④
緑
が
多
い
一
二
・
四
㌫
、
猪
熊

校
区
で
は
◎
父
通
の
便
が
よ
い
二
〇
・
五
㌫

⑪
買
物
の
便
が
よ
い
一
五
・
五
㌫
　
⑧
自
然

災
害
が
少
な
い
二
・
五
㌢
以
上
の
よ
う

に
地
理
的
条
件
に
よ
り
住
み
や
す
い
と
評
価

し
て
い
ま
す
。

次
に
、
住
み
に
く
い
理
由
と
し
て
は
、
「

文
化
水
準
が
低
い
」
が
最
も
多
く
一
二
・
三

㌫
「
物
価
が
高
い
」
一
・
八
㌫
、
「
教
育
環

境
が
惑
い
」
八
二
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

校
区
別
に
み
る
と
、
吉
田
校
区
で
は
①
文

化
水
準
が
低
い
二
二
二
㌫
　
⑧
教
育
環
境

が
惑
い
一
一
郡
。
伊
左
座
校
区
で
は
①
交
通

の
便
が
憩
い
一
六
・
五
㌫
　
㊥
文
化
水
準
が

低
い
三
・
四
㌫
　
⑨
鉱
公
害
が
多
い
一
〇

酢
と
、
交
通
の
便
を
あ
げ
る
人
の
割
合
が
高

く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
十
分
機
能
し
て
な
い

よ
う
で
あ
る
。
頃
宋
校
区
で
は
①
物
価
が
高

い
一
二
・
八
㌫
　
⑧
文
化
水
準
が
低
い
一
二

・
八
㌫
　
⑧
鉱
公
害
が
多
い
九
・
七
㌫
、
机

校
区
で
は
①
物
価
が
高
い
二
ハ
二
二
㌫
　
㊥

文
化
水
準
が
低
い
一
三
・
四
㌫
　
④
教
育
環

境
が
惑
い
一
〇
郡
。
猪
熊
校
区
で
は
①
物
価

が
高
い
一
〇
・
五
㌫
　
㊥
文
化
水
準
が
低
い

九
・
五
㌫
　
⑨
教
育
環
境
が
惑
い
七
・
五
㌫

の公

自
分
が
生
れ
育
っ
た

親
　
戚
　
や
　
知
人

人
　
　
情
　
　
味

文
　
化
　
水
　
準

住
　
宅
　
事
　
情

緑

買

物

の

便

利

さ

交

通

の

便

利

さ

他
の
都
市
と
の
物
価

新
鮮
で
お
い
し
い
食
物

古

き

よ

き

も

の

緑ゆたかな町

教育文化に恵まれた
創造力あふれる町

明るい健康的な町

活力ある豊かな商業の町

働きやすい町

鉱公害のない清潔な町

糟陣のゆきとど

住民が考え作る町
事故や災害のない安
全な町

活気ある若者があふ
れる町

勤労者の住みよい町

そ　の　他

①　社会保障のゆきとどいた町

（勤　明るい健康な町

（彰　教育文化に恵まれた

創造力あふれる町

「
水
巻
町
は
将
来
ど
の
よ
う
な
町
に
な
っ

て
ほ
し
い
か
」
と
、
い
う
問
い
に
は
①
社
会

保
障
の
ゆ
き
と
ど
い
た
町
三
四
二
転
　
⑧

明
る
い
健
康
的
な
町
二
九
㌫
　
④
教
育
文
化

に
恵
ま
れ
た
創
造
力
あ
ふ
れ
る
町
二
八
二

㌫
　
④
勤
労
者
の
住
み
よ
い
町
二
五
㌫
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
四
つ
が
他
の
項
目
よ
り

き
わ
だ
っ
て
高
い
支
持
を
得
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
緑
ゆ
た
か
な
町
、
鉱
公
害

の
な
い
清
潔
な
町
、
事
故
や
災
害
の
な
い
安

全
な
町
な
ど
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
町
を
反

映
し
た
将
来
像
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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∧
文
化
施
設
の
整
備
が

ま
ず
必
要
＞

「
水
巻
町
に
と
っ
て
現
在
、
よ
り
重
要
だ

と
患
わ
れ
る
施
策
は
」
と
、
い
う
問
い
に
は

．
①
図
書
館
な
ど
の
文
化
施
設
の
整
備
二
「

四
郎
　
㊥
公
園
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
一
六
・
六
㌫
　
④

老
人
、
心
身
障
害
者
（
児
）
等
の
た
め
の
福

祉
対
策
一
四
・
九
郡
と
、
余
暇
時
間
利
用
の

た
め
の
施
設
や
高
齢
者
社
会
を
む
か
え
る
に

当
た
り
、
そ
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

校
区
別
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
頃
未
校
区

で
下
水
道
整
備
が
一
位
を
示
し
て
い
る
反
面

机
校
区
で
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
ず
、
変

わ
っ
て
炭
鉱
跡
地
の
開
発
が
四
位
に
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
机
社
宅
の
開
発
を
望

ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今すぐ改善してほしい

＝下水道の整備＝
「今すぐにでも改善しなくてはならないと患われるもの」としては①下

水道の整備36．7㌫　⑧公園、緑地、遊び場の整備27・1㌫　⑨急病時の診療

体制の整備25．9㌫となっています。前者は、生活環境の整備における前提

条件ともいえますが、今後計画的に進める必要があります0後者は、住民

の健康つくりのためにも、また、快適な生活環境づくりのためにも重要な

ことです。

夜
間
の
診
療
も
望
ま
れ
る

急
病
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

農
林
業
の
振
興

防
火
対
策

主
要
道
路
の
整
備

保
健
衛
生

母
子
家
庭
の

福
祉
対
策

自
然
保
護
対
策

今すぐ改善してほしいもの

保
育
所
の
整
備

児
童
福
祉
対
策

上
水
道
の
整
備

公
営
住
宅
の
建
設

ゴ
ミ
処
理
対
策

家
の
ま
わ
り
の

生
活
道
路
の
整
備

公
害
防
止
対
策

交
通
安
全
対
策

商
工
業
の
振
興

心
身
障
害
者

福
祉
施
設

し
尿
処
理
対
策

都
市
計
画

電
－
重
・
な
ど
の
大
■
■

銭
送
慣
閑
の
整
備

老
人
福
祉
対
策

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

施
設
の
整
備

防
犯
対
策

学
校
教
育
、

社
会
教
皇

消
費
者
保
護

物
価
対
策

急
病
時
の
診
療

体
制
の
整
備

公
園
、
緑
地

遊
び
場
の
整
備

下
水
道
の
整
備
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了シり一ズ、‘享

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て

私
た
ち
の
国
華
ン
リ
ー
ズ
も
今
回
で
最
終

回
で
す
。
今
回
は
、
高
齢
化
社
会
を
む
か
え

て
、
お
年
寄
り
を
対
象
に
新
し
く
作
ら
れ
た

「
老
人
保
健
制
度
」
に
つ
い
て
、
お
話
し
い

た
し
ま
す
。

七
十
歳
以
上
の
人
お
よ
び
六
十
五
歳
以
上

で
所
定
の
病
気
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
人
は

老
人
保
健
法
に
よ
り
、
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
人
運
は
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
れ

ば
、
健
簾
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
か
被
扶
養

者
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
国
保
の
被
保
険
者

で
す
が
、
そ
の
資
格
は
医
療
に
関
し
て
だ
け

老
人
保
崎
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

診
療
の
受
け
方

診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
国
保
被
保
険
者

証
と
町
役
場
か
ら
交
付
さ
れ
る
健
康
手
帳
（

医
療
受
給
者
証
）
を
保
険
を
扱
う
病
院
な
ど

に
提
示
し
て
受
診
し
ま
す
。

一
部
負
担

診
療
を
受
け
た
場
合
は
、
次
の
一
部
負
担

金
を
支
払
い
ま
す
。

●
一
カ
月
　
四
百
円

（
病
院
が
変
わ
る
こ
と
に
支
払
う
）

●
入
院
し
た
場
合
は
、
一
日
　
三
百
円

（
二
カ
月
が
限
度
）

防
犯
の
夕
べ
に
三
百
人

高
松
団
地
で
防
犯
集
会
を
開
催

刷‖Ⅲ…11

防
犯
は
み
ん
な
の
力
で
ー
と
、
高
松
団

地
で
夏
の
夜
の
一
時
、
犯
罪
を
な
く
す
た
め

の
集
い
が
あ
り
約
三
百
人
が
集
ま
り
ま
し
た

こ
の
集
会
も
三
回
日
。
今
回
は
、
子
供
む

●
け
の
防
犯
ア
ニ
メ
映
画
と
折
尾
警
察
署
の
坂

本
隆
利
防
犯
係
長
の
講
演
。
芦
屋
町
で
洒
躍

し
て
い
る
堤
章
徳
と
ハ
ニ
ー
セ
レ
ナ
ダ
ー
ス

の
生
演
奏
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
が
楽
し
さ

の
中
に
地
域
の
連
帯
を
深
め
防
犯
滑
動
推
進

へ
の
取
り
組
み
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
集
会
で
は
高
松
団
地
自
治
会

の
青
年
部
・
婦
人
部
に
よ
る
バ
ザ
ー
を
開
き

売
り
上
げ
に
よ
る
益
金
を
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

地区の防犯は、みんなの力でと、
高松団地で開かれた「防犯の夕べ」

真夏の太陽

の下で熱戦

ジュニア・ソフトボール大会

其
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
申
、
懸
命
に

ボ
ー
ル
を
追
う
球
児
た
ち
ー
。

八
月
十
一
日
・
十
二
日
、
町
内
か
ら
小
学

生
・
十
六
チ
ー
ム
、
中
学
生
・
十
二
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、
第
四
回
目
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
部
は
、
決
勝
で
吉
田
ノ
三
を
8

対
6
と
接
戦
で
下
し
た
下
二
が
、
三
連
覇
を

果
し
ま
し
た
。

中
学
生
の
部
は
、
大
接
戦
の
末
、
古
賀
を

4
対
3
で
下
し
た
み
ず
ほ
団
地
が
、
前
々
年

に
続
き
二
回
目
の
優
勝
を
果
し
ま
し
た
。

（

赤
十
字
募
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う

み
な
さ
ま
の
善
意
一
五
九
万
円

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
額
は
、

一
五
九
万
二
千
百
十
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
善
意
の
お
金
は
、
赤
十
字
の
使
命
と

す
る
人
命
の
尊
重
、
疾
病
の
予
病
、
ま
た

災
害
援
助
や
国
際
救
護
洒
動
等
の
推
進
の

た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
地
区
の
募
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地　区　名　　社員分
0
　
0
　
0

0
　
0
　
0

8
　
6
　
2

9
　
6
　
1

6
　
2

0
　
0
　
0

0
　
0
　
0

8
　
2
　
4

5
　
8
　
8

1
　
0
0
　
5

立　屋　敷　12，600

みずほ団地　　1，200

伊　左　座　　8，700
二　町　住

0
　
0
　
0

0
　
0
　
0

9
　
5
　
6

7
　
0
　
6

2
　
1
　
3

下

下二　町　住
入江興産社宅
吉　田　団　地　　7，000

社員分　戸別分

12，600　42，300

16．200　85，000

27，500　85，800

1，500　46，000

9，600　35，250

45，900　70，500

5，800　89，600

44，100

5，800

地　区　名

吉　田　一

三
地
地
北
南
地
宅

田
田
野
末
末
器

団
団

吉
口

吉
吉
美
鯉
頃
頃
高
え
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全
国
大
会
に
四
名
が
出
場

由
学
陸
上
競
技
の
日
本
一
を
決
め
る
「
全

国
中
学
生
陸
上
競
技
大
会
」
が
八
月
二
十
四

日
・
二
十
五
日
、
北
海
道
札
幌
市
円
山
陸
上

競
技
場
で
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
た
通

信
陸
上
で
、
棟
準
記
録
を
嘩
見
た
選
手
の
み

が
参
加
で
き
、
各
種
目
六
十
名
程
度
の
全
国

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

南
中
学
校
か
ら
次
の
選
手
が
山
場
し
ま
す
。

▽
池
口
禎
信

▽
小
田
　
宏

▽
坂
本
真
実

▽
小
形
祥
子

走
高
跳

三
澤
競
技
Ｂ
（
四
百
㍍
、

走
幅
跳
、
砲
丸
授
）

百
㍍
ハ
ー
ド
ル

走
幅
跳

広ｊ好（7）

県
中
学
校
埜
口
体
育
大
会
が
七
月
三
十
一

日
か
ら
四
日
間
開
幕
。
久
留
米
、
大
牟
田
市

な
ど
筑
後
の
会
場
を
中
心
に
十
六
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
県
下
か
ら
地
区
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
約
雲
丁
人
の
選
手
が
参
加
。
六
十
五

年
福
岡
国
体
の
主
力
と
な
る
中
学
生
だ
け
に

競
技
関
係
者
も
各
選
手
の
タ
イ
ム
に
熱
い
視

線
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
陸
上
競
技
に
は
、
南
中
学
校

の
陸
上
部
の
選
手
が
十
一
名
出
場
。
男
手
の

走
高
跳
や
女
子
四
百
メ
ー
ト
ル
・
リ
レ
ー
で

優
勝
を
果
す
な
ど
、
出
場
者
の
全
員
が
良
い

成
績
を
納
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
で
二
位
以
内
に
入
っ
た

人
は
、
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
九
州

大
会
は
八
月
十
日
と
十
盲
、
沖
縄
県
常
陸

上
競
技
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
南
中
学
校
か

ら
は
、
五
種
目
に
七
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

陸上競技九州大会成績

種　 目 塀　 位 氏　 名

走 高 跳
2 位

1 ｍ83
瀬 口 禎 信

三 段 跳
6 位

12ｍ55
吉 川 成 一

800ｍ
8 位

2分24秒6
片 山 直 美

10ＱｌｌＨ
5 位

15秒 3
坂 本 真 実

400ｍ 7 位

① 水 元 聡 子

② 吉 田 由 佳

リレー 51秒 3
③ 服 部 委 子

④ 坂 本 真 実

県総合体育大会陸上競技成績

総合　　　 男子 （準優勝）　 女子（準優勝）

種　 目 順　 位 氏　　 名 住　　 所

800 ｍ
3　 位

2分04秒7
安 恒 直 樹 下 二 町 住

100ｍ Ｈ
4　 位

14 秒 0
吉 川 成 一 美吉野団地

三段跳
2　 位

12ｍ9 5

走高跳
1　 位

1 ｍ8 8
瀬 口 禎 信 吉田緑風園

800 ｍ

リレー

4　 位

1分36秒4

①副田敬二郎 吉田御輸地

②小 田　 宏 下 二

⑨吉 川 成 一 美吉野団地

④瀬 口 禎 信 吉田緑風園

800ｍ
4　 位

2分22秒7
片 山 直 美 みずほ団地

80ｍ Ｈ
2　 位

12 秒 3
坂 本 真 実 吉 田 団 地

走幅跳
4　 位

4 ｍ9 5
′ト形 祥 子 吉 田 分 譲

400ｍ

リレー

1　 位

51秒 4

（2 連勝）

① 水 元 聡 子 みずほ団地

（診吉 田 由 佳 吉 田 本 村

（9 服 部 委 子 吉 田 団 地

④坂 本 真 実 吉 田 団 地

地　区　名　　社員分　戸別分

新　生　街　　6，00012，200
古　賀　団　地　　　　　12，000

梅ノ木団地東　10，500　79，200
梅ノ木団地西　　　　　　21，280

高　松団　地　　　　　142，100

猪　熊　町　住　　　　　16，100
猪　　　　熊　11，400　95，000

古　　　　賀　　3，600　40，000
え　ぶ　り　　　7，50016，000

県
警
察
官
採
用
試
験

（
警
察
官
Ｂ
・
婦
人
警
察
官
）

▽
受
験
資
格
　
【
男
子
】
昭
和
3
3
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
4
3
征
4
年
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
短
大
を
除
く
）
の
卒
業
者
、

及
び
昭
和
6
1
年
3
月
ま
で
に
大
学
巫
業
見

込
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

【
婦
人
】
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

▽
受
付
期
間
　
9
月
6
日
～
1
0
月
5
日

▽
受
験
手
続
申
込
用
紙
を
各
警
察
署
及
び

派
出
所
、
駐
在
所
で
受
け
、
福
岡
県
警
察

本
部
警
務
課
任
用
係
に
捏
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
福
岡
県
警
察
本
部
警
務

課
任
用
係
（
審
〇
九
二
－
六
二
二
－
〇
七

〇
〇
又
は
六
四
一
－
四
一
四
一
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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健
康
等
の
状
況
を
抱
合
的
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
原
爆
に
よ
る
死
没
者
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
資
料
を
得
る
た
め
の
も
の

で
す
。本

年
八
月
一
日
現
在
で
被
爆
者
健
康
手
帳

を
持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人
に
、
十
月
二
日

ま
で
に
調
査
票
が
県
衛
生
部
予
防
課
か
ら
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
記
入
の
う
え
送
付
く

だ
さ
る
よ
う
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
厚
生
省
で
は
こ
の
調
査
と
あ
わ
せ

て
官
公
署
、
企
業
、
団
体
な
ど
を
は
じ
め
、

一
般
の
万
々
が
持
っ
て
お
ら
れ
る
原
爆
に
よ

る
死
没
者
に
関
す
る
資
料
（
例
え
ば
、
原
爆

被
災
職
員
名
簿
等
）
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

資
料
を
お
持
ち
の
万
は
、
福
岡
県
衛
生
部

予
防
課
（
蜜
〇
九
二
1
六
二
二
1
0
空

六
）
ま
で
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

八
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

出
す
る
月
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
七

月
分
ま
で
の
手
当
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
、
す

ぐ
に
「
証
書
」
と
「
印
鑑
」
を
持
参
の
う
え

役
場
社
会
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
が
遅
れ
ま
す
と
次
の
八
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
お
題
「
水
」

▽
詠
進
歌
の
提
出
要
領

①
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
。

㊥
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て

く
だ
さ
い
。
（
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た

め
毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
他
人
が
代
筆
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
が
そ
の
理
由
を
書
い
た
別
の

紙
を
添
え
て
く
だ
さ
い
）
。
な
お
、
盲
人

の
万
は
、
点
字
で
詠
進
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。

⑨
書
式
は
、
半
紙
肇
一
つ
折
り
に
し
、
開
い

て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本
名
・
ふ
り
が
な

つ
き
）
、
生
年
月
日
及
び
職
業
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。

▽
詠
進
期
間
　
9
月
1
日
～
1
0
月
1
1
日
ま
で

（
約
2
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

に
、
「
東
京
都
手
代
田
区
手
代
田
一
番
一

号
宮
内
庁
」
あ
て
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▽
疑
問
が
あ
れ
ば
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職

あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書

き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え

て
九
月
末
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

厚
生
省
で
は
、
原
爆
被
爆
者
に
つ
い
て
実

態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
被
爆
者
の
万
々
の
生
治
、

▽
試
験
日
時
及
び
場
所

川
日
時
　
⊥
0
月
2
7
日
　
ュ
3
時
～
ュ
6
時
3
0
分

∽
場
所
　
九
州
大
学
文
科
系
学
部
講
義
棟

▽
受
験
の
申
込
方
法

申
込
書
を
福
岡
県
絃
務
部
地
方
課
で
交

付
を
受
け
、
9
月
2
4
日
か
ら
ュ
0
月
5
日
ま

で
に
県
庁
地
方
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
受
験
資
格
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県

庁
地
方
課
（
含
〇
九
二
1
六
二
二
－
六
三

九
一
）
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（

ｌ
ｌ

職　　　　 郵 ；

業　 等 壷 ｉ

年 氏 ‡ 住 旦 、
目　　 が　　 ．

： 水

日　　 を　　 ：
生　 名　 所 ｌ

ｌ
ｌ

（約33センチメートル）

☆
金
一
封
あ
り
が
と
う

中
島
末
雄
殿
（
野
間
町
住
）
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

☆
香
典
返
し
と
し
て

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
吉
田
三
　
　
故
・
松
尾
政
喜
殿

松
尾
マ
サ
ト
殿

▽
吉
田
二
　
　
故
・
李
　
銀
河
殿

安
　
栄
祥
殿

「いじめ相談電話」を開設
いじめられるので学校に行くのは、い

やだ．／こんなことで　悩んでいませんか
－？。福岡法務局北九州支局では、「い
じめ」に関する相談を受けています。
【電話番号】

5　61－－3　9　8　9

※受付時間
月曜日から金曜日まで
午前8時30分一年後5時

土曜日
午前8時30分一午後0時30分

▽
お
か
の
台
　
故
・
神
岡
ス
ヱ
子
殿

神
岡
美
紀
子
殿

▽
高
松
田
地
　
故
・
江
口
チ
キ
殿

江
口
宋
人
殿

▽
頃
　
末
　
　
故
・
由
島
ナ
ミ
殿

中
島
一
彦
殿

▽
鯉
口
団
地
　
故
・
井
上
進
殿

井
上
ト
キ
ハ
殿

▽
頃
　
末
　
　
故
・
山
本
智
之
殿

山
本
　
傑
殿

9月④心配ごと闇餞

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

他
人
に
話
せ
ず
一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ん
だ
り

心
配
こ
と
で
困
っ
て
い
る
万
は
、
こ
の
相
談

を
お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
9
月
2
日
、
9
月
1
0
日

9

月

ュ

7

日

、

9

月

2

4

日

。
時
間
は
、
い
ず
れ
も
1
3
時
～
ュ
6
時

▽
場
所
水
巻
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
健
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

′ｔヽ
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あき　よし　　　のぞみ

秋　吉　　　希ちゃん
昭和59年8月3日生

（蓼美芸）さんの長女

近頃、おてんばすぎてパパもママ

も手をやいてます。男の子？なんて

聞かれるけど－この写真、女の子

らしく見えるかしら？

（吉田団地25棟）

か　した　な　な

香　下　奈　々ちゃん
昭和59年8月13日生

（巽睾）さんの長女

私、バナナが大好き。一本はかる
く食べちゃうの。体はちっちゃいけ

ど食欲は人並以上よ。毎日、元気に

家の中を所狭しと動き回り、お母さ
んを困らせています0

（高松団地3棟）

か　い　ゆう　た

甲　斐　雄　大　く　ん

昭和59年8月27日生

（葦享）さんの長男

とっても愛橋がある、ちょっと小

さめの男の子です。甘えん坊だけ

ど、僕の得意はボール投げです。ボ

ールが大好きで、みんなから期待さ

れてま～す。　（頃末字西平372）

しら　いし　み　き

白　石　未　希ちゃん
昭和59年8月30日生

（莞ま警）さんの長女

チャメッケたっぷり、メチャンコ

愛矯のある私は、大のいたずら好
き。きっと良い子になるからね。パ
パ、ママ、そろそろ弟か妹が欲しい

なあ－。エへへ……。

（吉田緑風園1の37）

く　どう　　あゆみ

工　藤　　　歩ちゃん
昭和59年8月31日生

（雷撃）さんの長女

費近、やっとヨチヨチ歩きが出

来、色んな事も覚えました0周りが

大人ばかりでマセてるが、皆なに愛
矯を振りまいて楽しませてくれま
す。元気に育って欲しいです。

（吉田鯉口2568）

昭和60年8月25日　Ⅲ肌用

川月1日（火）

国勢調査にご協力を

10月1日、全国いっせいに国

勢調査が行われます。国勢調査

は、大正9年から5年ごとに実

施され、今回で14回目となりま

す。調査の結果は、福祉、雇

用、住宅、環境整備など、わた

したちの暮らしに密着したさま

ざまな問題について、国や都道府県、市区町村が行う行

・財政施策の重要な資料として利用されます。9月下旬

から10月上旬にかけて、調査員がお宅にお伺いしますの

で、よろしくご協力をお戯
水巻町の画調人口

年　 度　 別　 世 帯 数 人 口 数 （人）

大 正 9 年　　 不　 明 7 ，6 3 6

1 4　　　　　　 一ケ 5 ，8 0 0

昭 和 5　　　　 ・ク 9 ，3 1 1

1 0　　　　　　 ヶ 1 2 ，2 1 4

1 5 5 ，3 3 6 2 4 ，7 4 0

2 2　　　 5 ，9 9 6 2 8 ．2 6 8

2 5　　　 6 ，5 5 0 3 1 ，3 8 6

3 0 6 ，5 0 2 3 2 ，2 4 5

3 5　　　 7 ，6 2 8 3 4 ，9 2 7

4 0 7 ，5 6 7 3 0 ，9 3 5

4 5　　　 7 ，3 0 5 2 6 ，9 7 7

5 0 7 ，2 2 8 2 4 ．3 7 7

5 5　　　 8 ，5 1 5 2 7 ，1 9 6

昭
和
6
5
年
に
第
4
5
回
国
民
体
育
大
会
が
福

岡
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
県
で
は
、

こ
の
大
会
の
テ
ー
マ
ク
愛
称
〟
と
ス
ロ
ー
ガ

ン
養
い
言
葉
〟
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
作
品
の
内
容

●
テ
ー
マ
＝
福
岡
県
の
特
徴
を
端
的
に
表

現
し
た
第
4
5
回
国
民
体
育
大
会
の
愛
称

●
ス
ロ
ー
ガ
ン
作
清
新
さ
と
夢
の
あ
る
第

4
5
回
国
民
体
育
大
会
の
合
い
言
葉

▽
応
募
資
格

福
岡
県
内
に
在
住
、
通
勤
、
通
学
し
て

い
る
人
と
福
岡
県
の
出
身
者

▽
応
募
方
法

官
製
は
が
き
一
枚
に
「
テ
ー
マ
」
か
「

ス
ロ
ー
ガ
ン
」
の
い
ず
れ
か
一
点
を
記

入
（
縦
書
き
）
し
、
簡
単
な
説
明
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
一
人
何
点
で
も
応
募

で
き
ま
す
二
ハ
十
年
十
月
五
日
ま
で
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
作
品
の
送
り
先
、
詳
し
い
お
尋
ね
は
第
4
5

回
国
民
体
育
大
会
福
岡
県
準
備
委
員
会
事
務

局
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
1
七
審
〇
九

二
1
六
四
一
－
七
五
一
一
両
）
へ
。
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や
め
よ
う
ク
ポ
イ
捨
て
″

母
子
手
帳
の
交
付

海
へ
、
山
へ
1
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
も
終
り

に
近
づ
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
い
ざ
目
的

地
に
着
い
て
み
る
と
、
そ
こ
ら
中
に
と
こ
ろ

か
ま
わ
ず
「
空
き
缶
」
や
「
空
き
ビ
ン
」
が

投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ

か
く
の
楽
し
い
気
分
も
ど
こ
へ
や
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
不
愉
快
な
思
い
を
し
た

あ
な
た
自
身
は
、
つ
い
う
っ
か
り
と
空
き
缶

空
き
ビ
ン
轟
て
て
し
ま
っ
た
と
い
う
覚
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
二
度
く
ら
い
″
　
二

つ
だ
け
∴
…
：
。
こ
う
し
て
投
げ
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
・
空
き
ピ
ン
が
あ
な
た
の
街
を
汚

し
、
自
然
を
損
な
い
、
回
収
に
は
多
く
の
動

力
を
要
し
、
塵
き
缶
・
空
き
ビ
ン
公
芦

▽
日
時
　
9
月
2
日

9
月
3
0
日

午
前
1
0
時

▽
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の
説
明
、

個
人
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
ュ
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

⑧
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

④
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

▽
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
0
年
4
月
5
日
か
ら
6
0
年

5
月
3
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
幸
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
牛
が
届
い
て
な
い

方
は
、
健
康
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

子
宮
ガ
ン

乳
ガ
　
ン

検
　
診

と
ま
で
い
わ
れ
る
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
心
し
た
い
も

の
で
す
。

母
　
親
　
学
　
級

▽
目
時
　
9
月
2
日
　
第
1
課

9
月
9
日
　
第
2
課

9
月
3
0
日
　
第
3
課

い
ず
れ
も
、
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分
受
付

▽
場
所
　
第
1
課

第
2
課

役
場
一
〇
一
大
会
議
室

第
3
課
　
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

▽
対
　
象
　
初
産
婦

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の
と

き
に
説
明
し
ま
す
。

四
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
9
月
6
日
（
金
）

・
受
付
　
1
3
時
か
ら
1
3
時
3
0
分
ま
で

健
康
相
談
を
開
催

▽
日
時
及
び
場
所

☆
9
月
3
日
　
机
山
荘
（
老
人
憩
の
家
）

☆
9
月
4
日
　
苫
田
の
一
公
民
館

☆
9
月
6
日
　
役
場
健
康
相
談
室

・
時
間
　
い
ず
れ
も
ュ
0
時
～
1
1
時

▽
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相
談
、

※
　
希
望
者
に
は
塩
分
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す

の
で
、
朝
作
っ
た
岩
そ
Ｈ
■
を
少
々

持
参
く
だ
さ
い
。

（

こ
婦
人
の
ガ
ン
で
多
い
の
が
子
宮
ガ
ン
と

乳
ガ
ン
で
す
。
早
く
み
つ
け
る
こ
と
が
、
決

め
手
で
す
。
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
9
月
ュ
7
日
（
火
）

・
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
　
役
墾
〇
一
大
会
議
室

▽
料
金
　
子
宮
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
と
も
五
百
円

▽
定
員
　
子
宮
ガ
ン
検
診
　
八
〇
名

乳
　
ガ
ン
検
診
　
五
〇
名

※
子
宮
ガ
ン
と
乳
ガ
ン
は
同
時
に
受
診
で

き
ま
す
。
電
話
で
も
よ
ろ
し
い
の
で
健
庚

対
策
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

三
種
混
合
の
予
防
接
種

▽
対
象
児

二
歳
以
上
四
歳
未
満
の
幼
児

▽
実
施
方
法

・
第
一
期
の
接
甲
些
透
間
か
ら
八
週
間

の
間
隔
で
、
三
回
接
樺
で
第
一
型
苅
了

・
第
二
期
の
望
情
義
一
期
終
了
後
、
一

年
か
ら
一
年
半
経
過
し
た
幼
児

▽
予
防
接
種
の
日
程

〔
一
回
目
〕
　
9
月
3
日
（
火
）

〔
二
回
目
〕
　
9
月
2
5
日
（
水
）

〔
三
回
目
〕
　
1
1
月
8
日
（
金
）

〔
追
加
日
〕
　
ｎ
月
2
9
日
（
金
）

・
受
付
時
間

午
後
1
時
5
0
分
～
午
後
2
時
3
0
分

・
接
種
場
所

役
場
一
〇
一
大
会
議
室
（
一
階
）
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9月のし尿収集予定日

2日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区

3日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町任）、猪熊2区

4日　頃末（22、23区）、吉田二6区、吉田三5区、

猪熊10区

5日　富田二（1、2区）、吉田三（2、5区）、

頃末（22、24区）、猪熊3区、月2回まわ

り（環境整備センター）

6日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、猪

熊（2、4、5区）、月2回まわり（太洋社）

7日　吉田三（緑風園）、頃末（15、25区）、新

生街（山ノロ団地）、猪熊（2、3、10区）

9日　頃宋（5、17、18、19、20、21区、松栄荘）

10日　頃末（9、10、12、18、20、21区、みずま

き苑、松栄荘）下二、伊左座、立屋敷、美吉野

11日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地）、二、下二、頃末6区、美吉野、

吉田二（1、8区、川端通り、本村）

12日　吉田二（3、4、5、6、13、14、15・16

区）、頃末（11、14区）、美吉野

13日　吉田二（3、4、5、6、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田－3区（月夜待）、机社宅、

古賀、新生街

14日　下二町住、二町住、吉田一（商店街）、吉
田三（車返し）、古賀、机

17日　吉田団地（37～43、46～52棟）、二町住、
樋口（卯月、中井樋口）

18日　吉田団地（19－22、27～36、44、45、53－

57、86、94－101枚）

20日　吉田団地（1～6、8～10、12、16－18、23～

26、60－65、83～85、102－104、109～113棟）

猪熊町住、月2回まわり（環境整備センター）

21日．吉田団地（7、11～15、66～73、75～82、

87～93、105、108棟）、古賀県住、樋口、

月2回まわり（太洋社）

24日　吉田団地分譲、下二（1、2、3区）、猪

熊

25日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）、

猪熊

26日　二、伊左座、樋口（赤水、川端通り）

27日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下二

（4、10区、双秦荘）

28日　みずほ団地

30日　みずほ団地、樋口、猪熊

31日　猪熊

－お　願　い一

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい。

犬が噛みつく事故がねこっています。

健
康
診
査
を
受

成
人
病
一

健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
肺
ガ
ン
検

診
は
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
る
人
や
、
家
族
に
ガ

ン
で
亡
く
な
っ
た
方
が
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
受

け
て
下
さ
い
。
受
診
日
七
日
前
よ
り
疾
を
取

り
ま
す
の
で
容
器
を
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

▽
日
時
　
9
月
2
8
日
（
土
）

午
前
8
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

▽
場
所
　
猪
熊
公
民
館

▽
検
診
内
容

【
一
次
検
診
】
検
尿
、
血
圧
測
定
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
【
精
密
検
診
】
血
液
検
査
（

貧
血
、
血
糖
、
肝
機
甲
血
液
輿
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
）
、
心
感
図

検
査
、
肺
ガ
ン
検
査
（
希
望
者
の
み
）

▽
料
金

〇
一
次
検
診
は
無
料
　
○
精
密
検
診
、
肺

け
ま
し
ょ
う
／

胃
ガ
ン
・
肺
ガ
ン
検
診

ガ
ン
検
診
、
胃
ガ
ン
検
診
は
、
そ
れ
ぞ
れ

五
百
円
の
個
人
負
担
で
す
。

（
但
し
、
七
〇
歳
以
上
の
万
、
生
活
保
護

世
帯
、
非
課
税
世
帯
は
無
料
で
す
）

▽
申
込
み
方
法

役
場
健
辟
対
策
課
ま
で
電
話
で
申
込
ん
で

下
さ
い
。
定
員
は
百
名
、
肺
ガ
ン
は
2
0
名
。

町
内
の
各
医
院
で
も

受
診
で
き
ま
す

各
地
区
で
の
健
康
診
査
の
他
に
、
町
内
の

各
医
院
で
も
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
を
守
る
た
塑
ホ
ー
ム
・
ド
ク

タ
ー
と
し
て
何
で
も
相
談
で
き
る
医
師
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

▽

期

日

　

5

月

1

日

～

ュ

0

月

3

1

日

（
各
医
院
の
診
療
時
間
内
）

9月の保健ごよみ

▼
雷 熱裁鼎 喜 主 祭駐 華 立

月
母子手帳の交付 10：00 役場 101大会議室

母親学級 13：00～13：30 役場 101大会議室

火
健康相談 10：00～11：00 机山荘

三種混合の予防接種 13：50～14：30 役場 101大会議室

壬．ニー喪 水 健康相談 10：00一一11：00 吉田の一公民館

車 木 健康教室 13：00～・13：30 役場 101大会議室

車 金
健康相談 10：00～11：00 役場健康相談室

4 ヵ月児健康相談 13：00一一13：30 役場 101大会議室

月 母親学級 13：00－13：30 役場 101大会議室

車 木 健康教室 9 ：00～10：00 遠賀保健所

亘 火 乳ガン・子宮ガン検診 13：00一一13：30 役場 101大会議室

・軽 木 健康教室 9 ：00～10：00 遠賀保健所

車 金 療育訓練 13：00～・17：00 遠賀保健所け凄緒の剃

車，Ｉ水 三種混合の予防接種 13：50～14：30 役場 101大会議室

幸…－木 健康教室 13：00～13：30 役場 101大会議室

；ミ．＿車；土 成人病・胃ガン・肺ガン検診 8 ：30～11：00 猪熊公民館

月
母子手帳の交付 10：00 役場 101大会議室

母親学級 13：00～13：30 農業団地センター



零
度
勅
薄

女
坑
夫
の
一
生
　
㈹

大
納
屋
頭
の
命
令
で
、
木
刀
や
ス
テ
ッ
キ
を
持
っ
た
一

団
は
、
闇
の
な
か
へ
消
え
て
い
っ
た
。
あ
と
に
残
っ
た
者

は
提
灯
を
消
し
て
、
本
川
土
手
か
ら
曲
川
の
間
に
展
開
し

た
。
見
れ
ば
猪
熊
の
提
灯
組
は
本
川
土
手
か
ら
曲
川
ま
で

か
れ
や
ぶ

展
開
し
て
、
枯
薮
な
ど
に
木
刀
を
突
き
込
ん
で
次
第
に
近

づ
い
て
き
た
。

本
川
土
手
と
曲
川
の
間
は
、
猪
熊
で
広
く
て
古
賀
で
狭

い
の
で
、
捜
索
は
袋
網
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
猪
熊
か

ら
追
い
あ
げ
て
古
賀
で
袋
に
入
れ
る
つ
も
り
で
い
る
が
、

そ
の
獲
物
は
袋
の
口
で
、
な
か
ば
観
念
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
捕
ま
れ
ば
甚
三
郎
は
サ
ガ
リ
ク
モ
の
拷

問
、
キ
ヨ
は
真
っ
裸
に
さ
れ
て
の
み
せ
し
め
、
そ
の
う
え

大
阪
へ
の
身
売
り
が
待
っ
て
い
た
。

っ
い
に
二
人
の
最
後
が
き
た
。
猪
熊
の
提
灯
組
が
二
人

の
近
く
ま
で
追
い
あ
げ
て
き
た
。
そ
の
追
手
は
二
番
万
の

坑
夫
を
狩
り
出
し
、
そ
れ
を
納
屋
頭
の
若
い
も
ん
が
指
揮

し
て
い
た
。
二
人
は
抱
き
合
っ
た
ま
ま
息
を
殺
し
て
、
ひ

た
す
ら
神
に
祈
っ
た
。

す
る
と
、
近
く
で
納
屋
頭
の
若
い
も
ん
が
、

「
太
吉
、
お
ま
え
の
前
の
枯
薮
を
さ
が
せ
」

と
大
声
で
下
知
し
た
。

絶
対
絶
命
…
…
。

と
こ
ろ
が
、
運
命
の
神
は
二
人
を
見
捨
て
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
太
吉
は
半
年
前
の
落
盤
事
故
の
と
き
に
、
又
道

か
ら
一
命
を
助
け
て
も
ら
っ
た
男
で
あ
る
。
二
人
の
か
く

れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
と
、
す
ぐ
提
灯
を
遠
ざ
け
て
芦

を
殺
し
て
い
っ
た
。

「
太
吉
だ
、
そ
の
ま
ま
動
か
ん
で
お
れ
」

こ
の
よ
う
に
し
て
提
灯
の
波
は
、
二
人
を
残
し
て
通
り

す
ぎ
て
行
っ
た
。
ホ
ッ
と
し
た
二
人
は
、
互
い
に
流
れ
る

涙
を
相
手
の
肩
口
に
押
し
っ
け
て
ぬ
ぐ
い
、
背
中
へ
回
し

た
手
で
喜
び
を
知
ら
せ
あ
う
と
、
そ
れ
が
鼓
動
と
な
っ
て

か
え
っ
て
き
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
太
吉
が
警
戒
し
な
が
ら
地
を
這
う
よ

う
に
し
て
戻
っ
て
き
た
。

「
甚
三
郎
、
こ
こ
は
危
な
い
、
こ
の
あ
と
ま
た
土
手
刈

り
を
す
る
そ
う
な
。
今
の
う
ち
に
猪
熊
の
お
宮
へ
逃
げ
ろ
。

し
か
し
、
そ
こ
も
危
な
い
の
で
、
そ
の
上
に
墓
地
が
あ
る
、

そ
こ
へ
か
く
れ
ろ
。
明
日
の
夜
、
食
事
を
持
っ
て
俺
が
行

く
、
そ
れ
ま
で
動
か
ん
で
お
れ
」

と
、
小
声
で
早
口
に
い
っ
た
か
と
思
う
と
、
ま
た
這
う

よ
う
に
し
て
闇
の
な
か
へ
消
え
て
い
っ
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
二
人
は
用
心
し
な
が
ら
、
ま
た
も

と
き
た
道
を
急
い
だ
。
ふ
り
か
え
っ
て
机
度
し
の
万
を
み

る
と
、
提
灯
の
波
が
土
手
か
ら
浮
州
（
河
原
）
ま
で
鉱
が

り
、
そ
れ
が
地
獄
の
鬼
火
の
よ
う
に
動
い
て
、
次
第
に
遠

ざ
か
っ
て
い
っ
た
。

二
人
は
太
吉
の
い
っ
た
通
り
鷹
見
神
社
の
石
段
を
登
り

そ
の
上
の
松
林
の
墓
地
に
か
く
れ
た
。
幸
い
、
そ
こ
に
は

薪
が
積
ん
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
で
浜
風
を
さ
け
て
体
を

し
よ
う
ら
い

休
め
た
。
と
き
お
り
松
耗
（
松
風
の
音
）
を
追
手
と
間
違

え
て
身
を
か
が
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
昼
の

っ
か
れ
で
二
人
と
も
夢
の
世
界
へ
す
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

朝
、
小
鳥
の
さ
え
ず
る
の
に
目
が
さ
め
た
。
昨
夜
か
ら

な
に
も
食
べ
て
な
か
っ
た
の
で
、
忘
れ
て
い
た
腰
の
弁
当

を
思
い
出
し
た
。
山
の
下
で
は
登
校
の
小
学
生
が
大
き
な

芦
で
、
馬
車
の
き
し
む
音
と
と
も
に
土
手
へ
登
っ
て
行
く
。

は
い
か
い

と
き
お
り
木
刀
を
持
っ
た
若
い
男
が
排
掴
し
て
い
る
の
を

み
て
、
い
ず
れ
は
こ
こ
も
踏
み
込
ま
れ
る
も
の
と
思
っ
た
。

明治末期の古賀と猪鮨（道路一部推定）

ま
た
村
人
か
ら
い
つ
発
見
さ
れ
る
か
も
知
れ
ず
、
二
人
は

早
く
日
の
暮
れ
る
の
を
祈
り
、
ひ
た
す
ら
太
吉
の
く
る
の

を
待
っ
た
。

日
が
と
っ
ぷ
り
暮
れ
て
太
吉
が
や
っ
て
き
た
。

「
も
う
、
こ
こ
も
危
な
い
、
う
わ
さ
で
は
明
朝
、
猪
熊

の
山
刈
り
を
す
る
そ
う
だ
。
幸
い
、
こ
の
下
に
俺
が
天
草

お
と
こ
し

か
ら
き
た
と
き
に
男
衆
（
作
男
）
で
働
い
て
い
た
家
が
あ

る
。
今
で
も
田
植
や
稲
刈
に
き
て
い
る
の
で
心
配
せ
ん
で

よ
い
。
す
で
に
話
は
し
て
あ
る
」

と
い
っ
て
、
太
吉
は
二
人
を
連
れ
て
山
を
く
だ
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

（
文
・
図
）
　
郷
土
史
究
　
柴
　
田
　
貞
　
志

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

□

編

集

水

巻

町

総

務

課

（

電

2

0

1

－

4

3

2

1

）

　

（

口
印
刷
　
冷
牢
田
印
刷
合
資
　
会
社


